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として台所が最も多く (33%) 最も「無くしたい臭い」はタバコ(13%) ，生ゴミ(12%) ，また「最も無くしたい
臭いのある場所」としても台所であり(18%)，台所は住宅内の臭気環境悪化の主因となる場所であり，ここにお
ける臭気制御が良効なニオイ環境を保持するためには極めて重要であることを明らかにしている O




(3) 調味料臭については主に厨房で保有されている醤油，酢，味噌の 3 種を取り上げ，これらが厨房内で開封放置
された場合の臭気を入室法臭袋法により評価し，その臭気特性を明示している。即ち，醤油，味噌の臭気評価に
は個人差が大きいが不快感と晴好性の相関が高い。しかし酢の臭いは強度不快感とも前二者に比して低く，
不快感と晴好性の相関は低い。また，調味料臭は調理臭に比して濃度依存性が小さいことなどを明らかにしているO
(4) 生ゴミ臭についてはその処理方法放置時間と臭気評価の関係を明示し適切な処置を行うことで換気負荷の軽
減を図るべきことを提言している。
以上のように本論文は住宅特に厨房における臭気に対する意識と厨房で発生する各種の臭気特性を明らかにし，
厨房の臭気に基づく換気設計に必要な多くの有用な知見を得ており，建築環境工学の発展に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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